
 

 

 
学校長 田 潤子 

1 学期の終わりを迎えて 

早いもので、終業式を迎え１学期が終わりました。春には、新型コロナウイルス感染者が和歌山県
でも増え、４月の学習参観・懇談会や家庭訪問を差し迫った中でしたが中止させていただき、大変ご
迷惑をおかけしました。準備をしてくださっていたにもかかわらず、学校の判断を受け止めていただ
き、ありがとうございました。1 学期いろいろな場面でのご支援とご協力、感謝申し上げます。 

まだまだ以前のようには生活ができない状況ですが、今年度は、昨年できなかった水泳学習を、
回数が少なく申し訳なかったのですが実施させていただきました。６年生と１年生のペア学級の水
泳学習の補助に行ったとき、６年生が準備体操をしてくれました。いつもならば「いち、に、さん、し！」
と元気に号令をかけながら準備体操をするのですが「サイレント体操」と称し、６年の体育係の子ど
もたちが前に出て、飛沫を防ぐため黙って体操をしてくれたのです。それを見て、１年生も、前で体操
をしてくれる６年生の方を注意深く見ながら、黙って体操ができました。また、５年生と２年生のペア
学級の補助に行ったときです。初めは２年振りに入ったプールがうれしく、おしゃべりが出ていたので
すが、５年担任が、今年はなぜ学年全員で入らないのかを改めて子どもに考えさせる場面がありま
した。そして「２年生のお手本になるようにしよう。」という声掛けをしました。そのあとは、２年生のお
手本となるよう意識をして水泳学習ができました。 

感染防止のため、活動が制限されることが多い中、低学年のように注意深く見て学ぶ姿や、高学
年のように自覚をもって行動する姿を見ることができました。 

最近、和歌山県では感染者数が少ない日もありますが、少しの油断が感染の拡大に結び付きます。
子どもたちの楽しみにしている夏休みが始まりますが、今までと同様に規則正しい生活を心がけ、感
染防止に十分に注意をしながら、長期の休みにしかできない体験をたくさんしてほしいと思っていま
す。 

      ☆星に願いを☆ 

今年も、学校運営協議員の木村氏より笹をいただき、低学年やふたば学級
前の廊下に七夕飾りを置いています。児童の願いをほんの一例ですが紹介し
ます。 

・泳ぎがうまくなりますように。 
・おじいちゃんとカブトムシを上手にとれますように。 
・好き嫌いがなくなりますように。 
・私が大人になっても家族が元気でいられますように。 

ほかにも、子どもらしいかわいい願い事がたくさんありました。  

♪なかよしリモート集会♪ 

密を避けるため、全校児童はまだ体育館に集合していません。そのため、先日児童会のみなさん
が、リモートでの集会を行ってくれました。和佐小学校初の試みで、どんな集会になるのかワクワクド
キドキしていました。合奏クラブの発表とビンゴゲームをしてくれて、合奏やビンゴゲームが終わると
各教室では自然と拍手が起こっていました。画面を通しての発表ですが、まるで体育館に集まって集
会をしているように楽しく参加できました。コロナ禍での制限の中で今回のリモート集会は、こんな活
動方法もできるのだなという新たな行事のあり方を考える機会となりました。 
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